













































































































講演「名古屋大学の FD・SD 活動」 
（１０：５０～１２：００） 
名古屋大学高等教育研究センターの夏目教授
より、名古屋大学の Web と小冊子を使った
FD・SD 活動の紹介があった。 
名古屋大学の取り組みを詳しく知ることで、
他大学においても FD・SD が重要視されている
ことを改めて感じることができた。 
ワークショップ 
「よりよい学生サービスとは？」 
（１３：００～１４：２０） 
 SD 研修生を２つのグループに分け、テーマ
について討論し、意見をまとめ発表した。午前
中に同じような内容について討論しており、ま
た今回は事務職員のみということもあり、両グ
ループとも同じような発表内容となった。 
テーマは、協働ワークショップと全く異なっ
たものであってもよかったのではないかと感じ
たが、同じ業務を行っている部署と意見を出し
合えたことは、非常に有意義であった。 
 
研修を終えて 
この研修を通して、教育支援・学生支援を行
うことの重大さ、おもしろさを感じることがで
きた。また、交流会やワークショップを経て、
先生方と私たち事務職員が、学生サービスに対
して同じような考えを持っていることを理解で
きたことは非常に大きな収穫であったと考える。
欲を言えば、もう少し先生方と協働で行えるプ
ログラムがあればよかったと感じるが、自分の
所属する部局以外の教員・事務職員とともに学
び、討論することは非常に貴重な経験であった。 
我々学務系事務職員は、学生やその保護者と
接する機会が多く、我々の対応が大学のイメー
ジを左右するだけでなく、学生の大学生活を充
実したものにできるかどうかも、私たちが納得
できるサービスを提供できるか否かに懸かって
いる。私は、ここで学んだことを忘れず、自分
の能力を高めていくことで、学生が満足できる
サービスを提供し、大学のイメージアップに少
しでも貢献できるよう、努力していきたい。 
最後に、この研修に参加できるようご配慮く
ださった皆様、共に研修に参加された皆様、そ
して研修をお世話してくださった皆様に深く感
謝し、当研修の報告を終了する。 
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